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リベ（教委 H8 ～ 10）等の鍛冶関連遺物の出土が挙
げられる。殊に鍛冶関連遺物については、16 世紀後
半の畠山家による金山開発の試みと併せて考えても興
味深い。
これまで七尾城は、能登国における中央集権化が発
達した象徴として現れてくる、行政・軍事・経済の一
大拠点であるという理解が歴史学的見地からなされて
きたが、考古学的見地からも、その裏付けが進んでい
ると言えよう。
編集後記
近年の発掘成果から見る中世七尾
城下町の様相
魚水 環
　『金大考古』72 号は、これまでよりずいぶん遅れて
の刊行となりました。また、第 37 回金沢大学考古学
大会を紹介するだけの内容となってしまいました。昨
年 11 月には、編集作業を引き継いでいたにもかかわ
らず、このような結果となってしまい、関係者に対し
て謹んでお詫び申し上げます。『金沢大学考古学研究
紀要』33 号に関する編集作業と重なり、本誌の編集
作業が後回しになったことが主な原因です。また、昨
年、ご送付いただいた原稿を『金沢大学考古学研究紀
要』34 号に掲載されるように調整したことが分量が
少なくなった理由となっています。
　これまでの経験をふまえて、より迅速にまた多くの
内容を掲載する『金大考古』を目指していく所存です。
今後とも、ご協力・ご指導を賜りますよう、お願い申
し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　（足立）
